
5

　

障
害
者
支
援
局
の
事
業
計
画
は
、「
第

３
期
世
田
谷
区
障
害
福
祉
計
画
」
の
基
本

理
念
を
踏
ま
え
、
安
心
し
て
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
た
め
に
策
定
し
て
い
る
。
当
法

人
の
強
み
を
積
極
的
に
活
用
し
、
障
害
者

本
人
の
み
な
ら
ず
家
族
の
高
齢
化
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
法
人
と
連
携
し
、
人
材
・
情
報

な
ど
の
経
営
資
源
を
有
効
的
・
効
果
的
に

活
か
し
て
、
利
用
者
の
安
定
し
た
支
援
に

結
び
つ
け
る
。

１
、
就
労
支
援
事
業
部

① 

継
続
・
安
定
し
た
障
害
者
福
祉
サ
ー

　  

ビ
ス
事
業
の
提
供

   

障
害
者
支
援
局
の
基
幹
施
設
で
あ
る
世

田
谷
区
立
玉
川
福
祉
作
業
所
の
指
定
管
理

期
間
は
５
年
で
あ
る
。
今
年
度
が
再
選
定

の
年
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
当
作
業
所
は

法
人
理
念
に
則
り
、「
高
齢
者
も
障
害
の

あ
る
人
も
、
尊
厳
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

創
造
」
を
目
指
し
、
利
用
者
一
人
ひ
と
り

が
自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
実
践
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
か
ず
か
ず
の
地
域
と
の
か

か
わ
り
を
通
し
て
、
利
用
者
・
保
護
者
を

は
じ
め
地
域
や
関
係
機
関
と
の
き
ず
な
や

信
頼
関
係
を
積
み
上
げ
て
き
た
と
実
感
し

て
い
る
。
今
年
度
も
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
実
績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
利
用
者
の
た
め
に

生
か
し
て
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、

法
人
本
部
を
中
心
と
し
た
組
織
と
、
昨
年

度
受
審
し
た
第
三
者
評
価
の
結
果
な
ど
を

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
就

労
支
援
事
業
部
の
強
み
と
弱
み
を
精
査
し

て
改
善
に
努
め
る
。

 

② 

新
規
事
業
の
創
設

　

 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
施
行
に
と
も

な
い
、
平
成
27
年
度
か
ら
日
常
生
活
・
社

会
生
活
の
支
援
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

行
う
た
め
に
、「
相
談
支
援
事
業
所
」
に

お
い
て
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
書
の
作
成

が
義
務
づ
け
ら
れ
、
す
べ
て
の
障
害
者
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
決
定
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
法
人
と
し
て
も
現
在
通
所
し
て

い
る
利
用
者
は
も
と
よ
り
、
障
害
の
あ
る

人
や
家
族
な
ど
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

「
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
」
の
創
設
に

取
り
組
む
。

③ 

組
織
及
び
運
営
面
の
再
構
築

　

こ
れ
ま
で
例
の
少
な
い
事
業
間
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
よ
る
就
労
移
行
支
援
の

実
績
（
就
労
継
続
支
援
事
業
B
型 

↓ 

就

労
移
行
支
援
事
業
）
や
、
他
事
業
所
か
ら

の
異
動
（
生
活
介
護
事
業 

↓ 

就
労
継
続

支
援
事
業
B
型
）
ケ
ー
ス
な
ど
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
提
供
に
で
き
る
限
り
対
応
し
て
い
く
。

世
田
谷
区
は
平
成
26
年
度
中
に
多
機
能
型

事
業
所
の
見
直
し
を
実
施
し
、
玉
川
福
祉

作
業
所
本
園
に
多
機
能
型
（
就
労
移
行
＋

就
労
継
続
B
型
）
事
業
所
を
置
き
、
等
々

力
分
場
は
就
労
継
続
支
援
事
業
B
型
の
単

独
事
業
に
な
る
。
今
後
一
層
、
本
園
・
分

場
の
事
業
連
携
を
強
化
す
る
。

２
、 

地
域
生
活
支
援
事
業
の
拡
大

　

障
害
者
の
地
域
移
行
支
援
と
し
て
施
設

（
住
ま
い
の
場
）
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー

ズ
が
高
い
こ
と
か
ら
、
法
人
と
し
て
も
こ

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。
特
に
、「
借

上
げ
型
」
の
事
業
展
開
を
目
指
す
。
今
後
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
高
齢
化
す
る
こ
と

に
よ
り
介
護
・
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
対
応

と
し
て
外
部
サ
ー
ビ
ス
（
成
年
後
見
制

度
・
移
動
支
援
等
）
の
利
用
を
す
す
め
る
。

今
後
は
地
域
移
行
支
援
の
対
象
拡
大
や
小

規
模
入
所
施
設
等
含
め
た
地
域
に
お
け
る

居
住
支
援
等
の
あ
り
方
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
く
る
。

平成26年度事業計画の骨子　障害者支援局

せせらぎ

　８年前、玉川福祉作業所の事務職員として勤務を始めました。当時、利用者と
休み時間に話をするのがとても楽しみでした。そして、利用者ともっと関わりた
いと思う気持ちが日に日に強くなり、その頃ちょうど障害者のグループホームが
できるという情報を耳にし、自ら手を上げて事務職員から支援員に転職しました。
あれから３年、世話人という立場で仕事をし、実際の対人支援の厳しさを実感し
ています。そして「ほう・れん・そう」を意識し日々仕事に励んでいます。これ
からもホームの利用者と真剣に向き合い、身近な存在としてサポートしていきます。

世話人

足立  美幸 

他職種から支援員へ

職員の声
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せせらぎ

　平成21年に、世田谷区地域自立支援協議会玉川エリア
部会が発足しました。これは、地域の福祉関係機関が連
携し、情報の共有及び協働を図るネットワークです。障
害者自立支援法に基づき、障害者が安心して地域で自立
した生活を維持することができる社会の実現を目指すた
め、制度化されました。
　玉川地域では、平成18年から、身体・知的・精神の障
害施設間で各々のソフト・ハード社会資源の有効活用を
図ろうと 15施設と地区社協及びオブザーバーとして玉
川保健福祉課が参加し、「玉川支援ねっと」が発足してい
ました。
　現在は両者が協働し、地域福祉の向上・施設職員の専
門性の向上を図るため研修会・事例検討会等を実施して
います。今年度は、2月に批准した『障害者権利条約』
について、実際の現場でどのような仕組づくりをするの
かを研修で学んでいきます。
　その他、同じ地域の利用者同士が知りあう機会を作ろ
うと、年に 1度「野毛青年の家」で「春の交流会」を実
施しています。玉川福祉作業所利用者の皆さんも、他施
設利用者と名刺交換をしたり昼食を共にしたり、イベン

トに楽しく参加しています。　　　　　
　今後も支援ねっと・自立支援協議会の活動を通して、
施設間連携を強め、質の高い利用者支援の向上を目指し
ていきたいと考えています。

玉川地域での連携について

芝生の上で昼食会

協力し合って昼食づくり

利用者・職員が一緒に
「いただきます!!」

　

喜
多
見
だ
ん
ち
デ
イ
は
、
喜
多
見
団
地

３
号
棟
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。
定
員
10
名

の
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
特
徴

は
「
ご
利
用
者
が
主
役
の
昼
食
作
り
」
で

す
。
ス
ー
パ
ー
へ
の
買
い
物
担
当
、
お
米

を
と
い
で
炊
く
ご
飯
担
当
、食
材
を
切
る
・

焼
く
・
味
付
け
る
調
理
担
当
、
お
皿
へ
の

盛
り
付
け
担
当
、
お
し
ぼ
り
・
箸
・
ラ
ン

チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
担
当
な

ど
、
得
意
な
作
業
で
力
を
発
揮
し
て
も
ら

い
ま
す
。「
自
己
選
択
・
自
己
決
定
・
自

己
遂
行
」
を
支
援
し
て
「
そ
の
人
ら
し
さ
」

を
大
切
に
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

と
も
に
作
る
仲
間
・
と
も
に
味
わ
う
仲

間
と
し
て
、
ご
利
用
者
と
職
員
の
垣
根
の

な
い
交
流
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
会
食
で

は
、
料
理
の
ひ
と
工
夫
や
こ
だ
わ
り
な
ど

の
話
題
が
飛
び
交
い
、
笑
顔
と
笑
い
声
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
９
月
に
開
所
し
て
約
２
年
半

が
経
ち
ま
し
た
。
今
で
は
団
地
住
民
の
皆

さ
ん
が
、
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
い
つ
も
明
る
い
で
す
ね
。」「
皆
さ
ん
楽

し
そ
う
で
す
ね
。」
よ
う
や
く
〝
ご
近
所

さ
ん
〞
と
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
、
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
ご
利
用
者
と
一
緒
に
周
辺
の

清
掃
を
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
の

方
で
も
障
害
の
あ
る
方
で
も
、
社
会
貢
献

で
き
る
こ
と
を
「
喜
多
見
だ
ん
ち
デ
イ
」

の
取
り
組
み
を
通
し
て
示
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
地
域
に
頼
ら
れ
る
事
業
所

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

喜
多
見
だ
ん
ち
デ
イ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

みんなで声を合わせて

レポート2
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博水の郷「文化祭」での販売会

玉福まつりでの創作活動

玉福まつり
での販売会

◆個人会員

◆団体会員

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
福
祉
」
を
運

営
理
念
と
し
て
掲
げ
る
法
人
は
、
地
域
福

祉
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
平
成

14
年
か
ら
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
、
平
成
17
年

か
ら
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
、
広

範
な
事
業
運
営
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま

す
。

　

地
元
社
会
に
溶
け
込
ん
で
様
々
な
社
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
寄
与
す
る
法
人
を
よ
り

発
展
さ
せ
た
い
と
の
願
い
か
ら
、
施
設
を

利
用
す
る
家
族
と
保
護
者
は
平
成
24
年
の

法
人
創
立
10
周
年
を
機
会
に
近
隣
有
志
の

方
々
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
平
成
25
年
５

月
に
法
人
後
援
会
「
せ
せ
ら
ぎ
会
」
を
正

式
に
設
立
致
し
ま
し
た
。

　

後
援
会
は
、
法
人
の
事
業
活
動
へ
の
積

極
的
参
加
と
協
力
、
財
政
へ
の
一
部
支
援
、

会
員
相
互
の
親
睦
促
進
を
通
し
て
、
社
会

福
祉
、
地
域
福
祉
な
ら
び
に
法
人
の
充
実
、

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
創
立
し
て
間
も
な
く
１
年

が
経
過
し
ま
す
。
平
成
26
年
４
月
１
日
現

在
の
残
高
は
、
約
108
万
円
、
個
人
会
員
110

名
、
団
体
会
員
６
組
織
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
25
年
度
の
法
人
へ
の
寄
贈
は
実

施
せ
ず
、
平
成
25
年
度
の
支
出
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
平
成
26
年
度
は
５
月
に
開

催
さ
れ
る
総
会
で
具
体
的
な
寄
贈
計
画
と

予
算
が
決
定
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
次
号
で
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
発
足

間
も
な
い
後
援
会
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
玉
川
福
祉
作
業
所
の
「
玉
福
ま
つ

り
」、
博
水
の
郷
「
文
化
祭
」
に
後
援
会

ブ
ー
ス
を
設
け
、「
小
物
入
れ
作
品
作
り
」

や
「
バ
ザ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
家

族
や
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

近
隣
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
ブ
ー

ス
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い

た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
私
た
ち
は
積
極
的
な
後
援
活

動
を
通
し
て
法
人
を
支
援
し
て
参
る
所
存

で
す
。
多
く
の
ご
家
族
や
近
隣
の
方
々
に

後
援
会
活
動
と
そ
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
と
支

援
、
会
員
加
入
を
心
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

法
人
後
援
会
「
せ
せ
ら
ぎ
会
」
活
動
報
告

阿久沢佐喜子
浅野久美子
荒井千恵子
新井永子
荒井ひろ美
荒木哲郎
石野正子
井出和子
伊藤恵美子
伊藤清子
岩谷八重子
上田晋之
大角謙介
加治木博子
片桐恵子
金井芳子
河原實
川道英弘
喜島大道
木村秀男
木村真樹
久世まゆみ
久世良三
倉井葉子

中島静麿
中島孝記
中村友子
夏目多起子
夏目達彦
根岸和美
根岸久美
根岸寿子
根岸喜良
芳賀佐和子
早川ゆき
林田明美
林田繁
原佳子
檜垣宮子
比留間孝子
藤木敏子
藤本利治
古川利恵
松木惠子
松田フミ子
松村朋子
松山正作
松山俊之

小嶋みやこ
小松幹雄
小宮富美子
今野いく子
坂井祐
佐藤朋巳
澤野由子
鈴木昌子
鈴木崇
関壽子
高井綾子
高比良淑子
多喜貞子
田中千鶴子
田中英雄
田中瑞枝
塚越尚利
辻廣子
津田靖久
綱島勝良
綱島スエ
角田直子
富張幾久恵
富張嘉則

緑川美佐子
宮下裕司
村上康子
室清
森田裕子
馬渡澄子
門間正子
安田耕平
安田生
安田登
安田ハルエ
安田護
矢野弘枝
山岸久子
山口晃
山口信光
山口美恵
山崎正子
山下七郎
山下純子 (元)
山本聡子
八本鈴美
渡辺由美子
和田雅世
他14名

株式会社アイテックス　 NPO法人はあと世田谷　 カトリック礼拝会
鎌田南睦会　 株式会社ファミック　 他 1団体

会
長
　
新
井  

永
子

法人後援会「せせらぎ会」会員名簿（アルファベット順・敬称略）

平成26年4月1日現在
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　  編集後記
　法人の広報誌『せせらぎ』がようやく創刊されるはこびとなりました。法人
創設以来 14年間、法人の取り組みの報告や社会福祉制度の動向をお知らせす
る広報誌がありませんでした。今後、社会福祉は地域の課題を把握し、その解
決を地域ぐるみで行っていく必要があります。そのためには情報の共有が不可
欠だと考えます。この広報誌を通して、皆さまにさまざまな情報や話題を提供
してまいります。課題解決の糸口をつかむきっかけとなれば幸いです。お気付
きの点がございましたらご意見をお寄せ下さい。
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